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4月24日　2025年度第 1 回 常任理事会（オンライン併用）14：00～15：40
[bookmark: _Hlk228623863]＜略＞
7. 報告事項 
（1）2025年度部会活動費（予算）について
（学校図書館部会活動費は53万円　内訳：研究集会等関係費17万円、旅費交通費17万円、その他経費19万円）
（2）「第3回図書館・学校図書館　正規司書・学校司書の運営の充実に関する有識者会議」について
（曽木理事欠席により、植村理事より報告。高橋より曽木理事の発言「全ての県立学校に学校司書の配置を」（文科省HP議事録）と本当に発言したのか、確認したいと発言。→後日「全ての学校に」と訂正。）
[image: ]
5月8日　第2回常任理事会（オンライン併用）14：00～15：40
１．2024年度公益社団法人日本図書館協会決算報告について
＜略＞
2．部会・委員会のあり方検討委員会の設置について
（設置期間は2026年3月31日まで、12名以内の委員、人選は理事長に一任、WGの検討メンバーも含む。）
3．未来の図書館職員育成事業募集要項等について
（選考要項：選考会議は5名の委員で構成、委員の任期は2年
募集要項：助成金の総額は100万円以内、1件の上限額は原則50万円。申請受付期間は2025.8.1～10.31）
4．市民と図書館の未来プロジェクトの設置について 
（活動内容は新たな時代の公共図書館政策論の検討及び提起ほか。2026年3月31日まで。個人会員10名程度で構成（嶋田学氏）、政策企画委員会、公共図書館部会からメンバーを出すことがありうる。）
＜略＞
理　事　会



５月22日　2025年度通算第1回（定時第1回）理事会（会場＆Web会議）13：30～17：00
第1号議案 部会・委員会のあり方検討委員会の設置について
[bookmark: _Hlk228624535]＜略＞　承認
第 2 号議案　非正規雇用職員に関する委員会規程の改正について 
（小形委員長より説明、第7条として基礎講座小委員会を新たに規定。）　承認
第3号議案 2024年度公益社団法人日本図書館協会事業報告について　＜略＞　承認
[bookmark: _Hlk228624901][bookmark: _Hlk228625239][bookmark: _Hlk228624977]第4号議案　公益社団法人日本図書館協会決算報告並びに監査報告について　＜略＞　承認　
第5号議案 2025-2026年度 理事長推薦の理事・監事候補について
（業務執行理事候補者8名。部会及び国会図書館推薦による理事候補者8名、補欠候補を含む。幹事候補者3名。）　承認
第6号議案 2025年度通算第1回(定時第1回)代議員総会の開催について 
＜略＞　承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第7号議案 第41回日本図書館協会建築賞の選考について
＜略＞　承認　
代議員総会



6月12日　2025年度第１回（定時第1回）代議員総会（会場＆Web会議）13：00～16：00
第1号議案 2025-2026年度理事・監事の選出について
業務執行理事候補者（理事長推薦）
植松貞夫　信任73　不信任5　無効2（以下同じ順に示す）　　　　　　植村八潮　73　6　1
岡部幸祐　75　3　2
杉本重雄　73　6　1
鈴木直人（新任）　71　7　2
曽木聡子　75　4　2
角田裕之（新任）　71　7　2
成瀬雅人　76　3　1
理事A候補者（代議員推薦）
　北日本　平形ひろみ　78　1　
　1
　東海・北陸　山本昭和　79　0
　1
　近畿　巽照子　80　0　0
　中国・四国　植田佳宏（新任）
　79　0　1
　九州・沖縄　山口真也（新任）
　79　0　1
理事B候補者（活動部会及び国立国会図書館からの選出）
　公共図書館部会　森いずみ（新任）　77　2　1
　大学図書館部会　斎藤未夏
　76　2　2
　短大・高専図書館部会　久野高志　8　1　1
　学校図書館部会　高橋恵美子　75　5　0
　専門図書館部会　深水浩司　79　4　1
　図書館情報学教育部会　大谷康晴（再任）　75　4　1
　国立国会図書館　松井俊（新任）　78　1　1
　（大学図書館部会補欠候補者）　佐藤康之（新任）　77　1　2
監事候補者（理事長推薦）
　中山勝文　71　7　2
　松本香　　75　3　2
　津田順一郎（新任）　73　3　4
[bookmark: _Hlk228785196]第2号議案 2024年度公益社団法人日本図書館協会決算並びに監査報告について　＜略＞　賛成76　反対0
報告1 2024年度公益社団法人日本図書館協会事業報告について　＜略＞
報告2 部会・委員会のあり方検討委員会の設置について＜略＞
報告3 第111回全国図書館大会愛媛大会について　＜略＞
報告4 その他 
（事務局長より、Webサイトのリニューアル、今月中には公開の予定。）
（代議員より、全国図書館大会の報告者、会員には謝礼が出ない、非正規雇用なので謝礼を出してほしい。業務執行理事より、謝礼は検討する。交通費も含めてできるだけ柔軟に対応する、など）
理　事　会



[bookmark: _Hlk228786596]6月12日　2025年度通算第2回（定時第2回）理事会（オンライン併用）16：00～17：00
第1号議案 2025-2026年度公益社団法人日本図書館協会理事長の選出について
　植松貞夫　賛成18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第2号議案 2025-2026年度公益社団法人日本図書館協会副理事長、専務理事及び常務理事の選出について
　副理事長　角田裕之　　
専務理事　岡部幸祐　
曽木聡子
　常務理事　植村八潮　
鈴木直人　
杉本重雄　
成瀬雅人　　　　賛成18
第3号議案 事務局長の選任について　　
岡部幸祐　賛成18
第4号議案　理事報酬について　　岡部400万　曽木430万　鈴木200万　　賛成17　反対1
　（岡部氏、曽木氏は週5日勤務。）
第5号議案 2025-2026年度委員会　委員長・委員の任命について　　賛成18
報告1 2025年度役員会・代議員総会日程について
（理事長より、監事の出席は理事会・代議員総会がマスト、常任理事会は出席しなくてよいとの意味。）
[image: ]
７月24日　2025年度 第 3 回常任理事会( 7 月) （オンライン併用）　14：00～17：00
1．大学図書館部会規程の改正について　＜略＞
2． 顧問・参与の任命について 　　　　
　顧問　塩見昇　森茜　　
参与　鈴木隆　西野一夫　
山本宏義
3. 「学校図書館司書に関する提言」について 
（非正規～委員会と学校図書館部会の連名のため、小形委員長と高橋より説明。次回有識者会議が9月2日のため、この常任理事会で決めてほしい、など。常任理事会で決められる根拠は「理事会から常任理事会に委任される事項に関する理事会申し合わせ」の中の「(3)急を要する声明・見解等，本法人の方針の表明」に該当する。）
（提言として、短縮したものを作成する、この提案は意見書として修正する。二つの案を、次回8月28日常任理事会で決定する。）
[bookmark: _Hlk228873824]＜略＞
8．報告事項 
[bookmark: _Hlk228874057]＜略＞
（2）図書館・学校図書館の運営の充実に関する有識者会議について 
（5月22日第4回会議、7月17日第5回会議の報告。）
＜略＞
[image: ]
8月28日　2025 年度 第4回常任理事会(8月) （オンライン併用）14：00～15：25
1．「学校司書に関する提言」について 
（7月常任理事会の議論により、作成した提言の短縮版と長文版について、高橋より説明。
理事長より、執行部作成の提言案について説明。結果、執行部作成の提言案（協会名）と非正規～委員会・学校図書館部会作成の長文版を「見解」とすることに。協会名の提言は「見解」を参考に作成したという関係にする。文言整理が必要だが、「理事会から常任理事会に委任される事項に関する理事会申し合わせ」の中の「(3)急を要する声明・見解等，本法人の方針の表明」により、この決定は8月28日常任理事会で決定ということになる。事務局長より、9月中旬に広報。）
（その後「学校司書の配置・処遇等にについて（見解）」が9月14日付、「いつでも開いている学校図書館へー学校司書の配置等に関する提言―」が9月18日付で協会HPに掲載。）
＜以下省略＞
理　事　会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9月25日　2025年度通算第 3回（定時第3回）理事会（Web会議）13：30～16：30
第1号議案 大学図書館部会規程の改正について 　承認
第2号議案 顧問・参与の任命について 
　顧問　塩見昇　森茜
　参与　鈴木隆　西野一夫　
　　　　山本宏義　
　承認
報告1 「いつでも開いている学校図書館へ－学校図書館司書の配置等に関する提言」 について 
（8月28日常任理事会で認めた。9月18日プレスリリース。）
報告2 2026-2029年度代議員（個人会員選出及び団体会員選出）選挙の実施について 
（代議員の定数確定　東京が7から6に。候補者名簿、選挙人名簿は、12月下旬に協会Webサイトで公表。
[bookmark: _Hlk228955738]＜略＞
報告4 2027年度以降の全国図書館大会開催について 
（2029年度以降は開催地の候補があるが、2027、2028年度が決まっていない。）
報告5 図書館・学校図書館の運営の充実に関する有識者会議について 
（7月17日第5回、9月2日第6回会議の報告。次回第7回会議は10月7日、曽木委員。設楽委員が報告予定。）
報告6 各地区の状況報告 
（地区選出理事より報告）
報告7 その他 
（高橋、山口理事より、9月23日九州の非正規セミナーについての報告。）
（高橋より、学校図書館部会報78号、79号について。）
[image: ]
11月27日　2025 年度 第5回常任理事会(11月) （オンライン併用）14：00～16：40
＜略＞
４．2025年度第２回代議員総会の開催について 
（2026年3月12日オンライン併用のハイブリッド出席型。現時点では報告事項のみ。）
９．報告事項 
（1）第111回全国図書館大会愛媛大会について 
（参加者数854　県外457　県内397）
（2）2027年度以降の全国図書館大会の開催について 
（2026石川　　2027・2028　大学を含めて会場を探している　　2029佐賀　　2030福井）
[bookmark: _Hlk228959422]＜略＞
（6）部会・委員会等主催のセミナー開催について 
（非正規雇用職員に関する委員会　2025.12.15「変わるか　会計年度任用職員と公契約条例」。）
（7）図書館・学校図書館の運営の充実に関する有識者会議について 
（曽木理事より10月7日第7回会議と11月14日第8回会議の報告。第7回会議、曽木委員の発表時に、「いつでも開いている学校図書館へ－学校図書館司書の配置等に関する提言」を資料もつけて紹介した。第7回会議では、報告書骨子案が示され、意見交換が行われた。第8回会議は、引き続き報告書骨子案が議題となった。）
（公共図書館部会森理事より、学校図書館部会は存在意義を示されたとの発言。高橋より、高校の不読率の件と学校図書館図書標準に高校も入れてほしいという件について発した。）
[bookmark: _Hlk228959759]＜以下省略＞
理　事　会



12月18日　2025年度通算第 4回（定時第4回）理事会（Web会議）13：30～17：00
第1号議案 「公益社団法人日本図書館協会 産前産後・育児・介護休業等に関する規程」の改正について＜略＞　　承認
第2号議案 「公益社団法人日本図書館協会理事会から常任理事会に委任される事項に関する理事会申し合わせ」の改正について ＜略＞　　承認
第3号議案 2025年度第2回代議員総会の開催について＜略＞　
　承認
[bookmark: _Hlk229037855]＜略＞
報告7 第112回全国図書館大会石川大会について 
（成瀬理事、分科会は10、4つの分科会については公募する。委員会単位ではなく、関心のある人が一つのテーマについて話し合う。）
報告8 2027年度以降の全国図書館大会開催について 
（2027、東京で開催する方向で検討中。2028、検討中。2029、佐賀。）
＜以下省略＞
[image: ]
1月22日　2025 年度 第６回常任理事会（Web会議）14：00～15：45
１．2026年度公益社団法人日本図書館協会事業計画について 
＜略＞
２．2026年度予算編成方針について 
（役員報酬の引き下げ、職員給与・賞与は現状維持。地域図書館団体活動費の調整率32％を下げる方向で。貸与事業の見直しなど。）
（貸与事業の見直しについて、高橋が発言、会議室の貸出は？
事務局長は、職員が出てこなくても利用できる方策を含め、検討したいとのことだったが、各理事からはオンラインでやってほしいとの意見。）
＜略＞
８．その他  
〇「図書館・学校図書館の運営の充実に関する有識者会議」の報告書案について
（高橋より、学校長が館長である点が強調されていることと司書教諭は具体的に書かれているが学校司書については「配置を進める」としか書いていない点について発言。学校長が館長であるとの記述は法律に根拠がなく、文科省通知の「学校図書館ガイドライン」にあるのみである、など。
[image: ]
２月5日　2025年度 第7回常任理事会（Web会議）14：00～15：20
1. 2026年度公益社団法人日
本図書館協会事業計画について
＜略＞
2. 2026年度公益社団法人日
本図書館協会予算について　
＜略＞
３．2025年度第2回代議員総会の議題について 
（次回代議員会は報告のみ、意見交換の時間を設けるとのこと。）
４．部会・委員会のあり方検討委員会の設置期間延長について 
（設置期間は2027年3月31日まで。）
５．市民と図書館の未来プロジェクトの設置期間延長について 
（設置期間は2027年3月31日まで。）
＜以下省略＞
理　事　会



（現時点では図書館雑誌に未掲載。）
2月19日　2025 年度通算第5回（定時第5回）理事会 （Web会議）　
第1号議案 2026年度公益社団法人日本図書館協会事業計画について
（未来の図書館職員育成事業、　2025年度事業計画に入れていたが申請がとどこおったためスタートできなかった。市民と図書館の未来プロジェクト、2026年度も継続。）　承認
第2号議案 2026年度公益社団法人日本図書館協会予算について
（松本監事より、収支ゼロという予算、経費の削減と収入をいかにのばすかが課題。）
（部会・委員会の見直し、施設会員の減少が問題など、意見のやりとりがあった。）　承認
第3号議案 部会・委員会のあり方検討委員会規程の改正について 　　　　　承認
第4号議案 理事の報酬について 
（10％近い減額。岡部、曽木、鈴木の3名。）　　承認　　　　
第5号議案 2025年度通算第2回（定時第2回）代議員総会の議題について 
（事務局長より、意見交換の時間を設ける。）　　承認
第6号議案 第16期（2025年度）日本図書館協会認定司書の認定について
（新規8名、更新11名。）　　　　　　　　　　　　　承認
報告1 『日本の図書館 統計と名簿』作成支援システムの構築について 
（事務局長より、Webサイトに回答フォームを用意し、回答段階でエラーチェックができる形にしたい。160万ぐらいかかる。）
[bookmark: _Hlk229304270]＜略＞
報告4 認定司書制度の新制度について 
（大谷委員長より、司書資格取得後5年以上の勤務経験、認定司書の予備段階を新設する。）
[bookmark: _Hlk229306328]＜以下省略＞


代議員総会



（現時点では図書館雑誌に未掲載。）
３月12日　2025年度通算第 2 回（定時第 2 回）代議員総会（Web会議）13：00～17：00
報告 1 2026年度公益社団法人日本図書館協会事業計画について　＜略＞
報告 2 2026年度公益社団法人
日本図書館協会予算について
[bookmark: _Hlk198371177]＜略＞
報告 3　2026-2029年度代議員選挙について
（中村さんの発言、選挙人名簿について。）
＜略＞
報告5　その他
（代議員よりさまざまな発言。）
＜以下省略＞
[image: ]
（現時点では図書館雑誌に未掲載。）
4月23日　2026年度 第1回常任理事会（Web会議）14：00～15：20
＜略＞
5．報告事項 
（1）2026年度部会活動費(予算)について
（学校図書館部会活動費は53万円　内訳：研究集会等関係費17万円、旅費交通費17万円、その他経費19万円。）
（部会活動費全体、2,362,000から1,878,000に減。公共図書館部会97万→58.8万、大学図書館部会30万→23万、短大・高専図書館部会9.2万→8.5万、　専門図書館部会10万→4.5万、　図書館情報学教育部会37万→40万。）
（学校図書館部会2025年度と同額、図書館情報学教育部会は2025年度より3万アップ。）
（専門図書館部会深見理事より意見。岡部事務局長より全国図書館大会への参加の支援については、全国図書館大会の予算で行う。大学図書館部会の7万円減も同じ理由。成瀬理事、大会の基準の範囲内で運営してほしい。高橋より、非正規雇用職員に関する委員会の分科会へのスタッフ・報告者への旅費等の補助について指定寄付金を使ってもよいかとの意見。岡部事務局長、そういう形はふさわしくない。公共図書館部会森理事、謝金も旅費も出さない。完全オンラインでやる。）
（2）「いつも開いている図書館へ 学校司書の配置・処遇の改善を求める院内会議」について
（岡部事務局長より報告、「見解」「提言」の報告等、学校図書館議員連盟事務局長笠議員のスピーチ、会場70名、オンライン200名の参加。高橋より事前の議員訪問で自民党猪口議員と面談、3名の当事者の報告。）
（植松理事長、学校図書館議員連盟会長松野議員と会ったが、まだ議員連盟の会議が始まっていない状況で、よくわかっていないようだった。成瀬理事、今回は執行理事5名が参加した。自民党議員のいない場での集会。）
（3）望ましい基準の改定に向けたワークショップについて 
（森理事より、5月に委員の公募、夏に2回のワークショップを行い、文科省に提言を提出する予定。委員には、曽木理事、植村理事、嶋田氏に参加を求める。曽木理事、文科省のメンバーが変わった、文科省は第6次学校図書館整備等5か年計画（2022～2026）が最終年度になる関係で、次期5か年計画を優先するようである。）
6．その他
（高橋より学校図書館のJAPAN/MARCの活用について質問、国立国会図書館はこの件について説明を頼んだら応じてくれるか？　日本図書館協会は、図書館・学校図書館にJAPAN/MARCの使用をすすめるということはしないのか？
国立国会図書館松井理事、要望があれば説明する。その後、常任理事会MLに捕捉の説明、書誌データ利活用情報｜国立国会図書館https://www.ndl.go.jp/data/data_service/information
書誌データをExcel上に簡単に取り込むツールや、岡山市立学校図書館での活用事例も紹介しているとのこと。）成瀬理事、日図協としてジャパンマークを推奨するのは、協会の取るべき態度ではない。）
[image: ]
（現時点では図書館雑誌に未掲載。）
5月7日　2026年度 第2回常任理事会（Web会議）14：00～16：55
1．2025年度公益社団法人日本図書館協会決算報告について 
（岡部事務局長より報告、まだ確定版ではない。21日理事会には確定版。22日に監査を受ける。）
２．2025年度公益社団法人日本図書館協会事業報告について 
（岡部事務局長より報告、加筆・修正等は5月13日まで。）
３．全国図書館大会実施規程（案）について 
（来年度の大会から適用。）
４．全国図書館大会委員会規程（案）について 
（任務として大会の基本方針、開催地の選定・日程案、大会運営マニュアル、大会記録の作成等）
５．部会・委員会のあり方検討委員会報告書について
（同委員会委員長の杉本理事より報告。報告書は80p。）
６．「図書館振興大使」について 
（図書館振興活動の一環として、図書館振興大使を設置する。高橋より多様なメディア体験を容認する方にしてほしいと発言。）
＜略＞
８．報告事項 
[bookmark: _Hlk229229005]（1）IFLA2026 釜山大会について 
（2）専門図書館部会の部会予算の見直しについて
（岡部事務局長より、専門図書館部会は、部会予算について10万円を上限とすると言われていて、必要な予算額を出していなかった。追加の予算案を受け取っている。）
（3）津田監事より辞任の申し出
＜以下省略＞
理　事　会



（5月21日開催）
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